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概  要 

機械製図は，従来の寸法公差方式（左図）から，あいまいさを排除した幾何公

差方式（右図）にかわろうとしている．設計の要求に対して，正しくかつグロ

ーバルに通用する図面の表現方法を検討している． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の寸法公差方式では，左図の簡単な例のように，複数の解釈がされるため，

設計と製造間での情報伝達手段として好ましくない．一方，右図の例のような

幾何公差方式の図面であれば，解釈を一義にできる． 

本技術の 

有用性 

あいまいさを排除した幾何公差方式による図面は，製造のグローバル化に対応

できる． 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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（穴位置の許容範囲）

一義な解釈

測定用の治具の

あてつけ面

測定用の治具の

あてつけ面

 

従来の図面の表現方法と解釈 幾何公差での図面の表現方法と解釈 

適用可能製品 機械図面一般に適用可能 
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